
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

中心経営体
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

０ｈａ
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直近の更新年月日

－令和3年3月29日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

佐礼谷地区　赤海集落

市町村名

伊予市

（備考）

２．５ｈａ

２．５ｈａ

０ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 ０ｈａ

B

　協定農用地に関しては、市の補助事業等を利用し、電気柵、ワイヤーメッシュを設置してイノシシの侵入を防ぐ
対策を実施していきたい。
また、わな免許を保持している者、今後わな免許取得希望者にて、イノシシ・ハクビシン等を捕獲し、被害を減少さ
せる。

中山間直接支払交付金を活用し農用地と農道等の維持管理を行う。

鳥獣被害防止対策事業を活用し、防護柵等の設置、維持改修を進める。

属性

認農

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

2人

協定参加者で役割分担しつつ、農用地の維持管理を行う。また、現在耕作している農用地で、今後も継続して耕
作する意欲のある農用地については、協定への追加編入を検討する。

認就

農業者
（氏名・名称）

経営作目 経営面積
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今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積
農業を営む範
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